
循環型社会の形成

循環型社会とは

大量生産、大量消費、大量廃棄が当たり前の生活をしてきた結果、エネルギーの枯渇や地球
温暖化、自然環境の破壊など、私たちは今、さまざまな環境問題に直面しています。将来も安全
で豊かに生活できる社会を守っていくためには、環境や資源を大切にする「循環型社会」の構築
が急がれます。

「循環型社会」とは、

廃棄物の発生抑制

リサイクルによる資源の循環的な利用

廃棄物の適正な処分

などにより、天然資源の消費を抑制し、環境への負荷ができる限り低減される社会をいいます。

山口県循環型社会形成推進基本計画（第４次計画）

「自助」「共助」「公助」の視点に基づく

廃棄物の３Rや循環的利用の取組を通
じ、県民総参加による環境負荷の少な
い循環型社会の形成を推進することに
より、「活力みなぎる山口県」の実現を
目指します。

計 画 期 間 令和３年度(2021年度)～令和７年度(2025年度)

数 値 目 標 計画実現のため、次のような数値目標を掲げています

基本的な視点
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■一般廃棄物 ■産業廃棄物 ■１人１日当たりの家庭排出ごみ量

527g/人･日

462g/人･日

(H30年度実績)

(R7年度目標)

計画の詳細は、山口県環境生活部廃棄物・リサイクル対策課(TEL083-933-2992）又はホームページ(https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/40/20820.html)まで

(千トン) (％)(千トン)
(％)

１

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/40/20820.html


山口県では循環型社会の形成を進める施策のうち
４項目を「重点プロジェクト」に掲げています。

ぶちエコやまぐち３R県民運動の推進

次世代を担う資源循環型産業の強化

県民、事業者、関係団体、行政等が連携・協働して、廃棄物の３Rに関する県民総参加の機運を醸成

し、ごみの減量化や循環利用等を促進します

プラスチックごみの削減

食品ロスの削減 ３R県民運動の展開
～食べきっちょる、使いきっちょる、

水きっちょるに取り組む～
～３Rに関する教育・環境学習を推進～

プ ロ ジ ェ ク ト １

プ ロ ジ ェ ク ト ２

資料：山口県環境生活部廃棄物・リサイクル対策課ホームぺージ

廃棄物３R事業化
支援事業(委託)

廃棄物３R等推進事業
(補助金)

資源循環事例等認定普及事業
(ﾘｻｲｸﾙ製品認定 ｴｺ・ﾌｧｸﾄﾘｰ認定)

大学等

技術開発・事業化検討 施設整備 製品化・普及拡大事業者
の取組

地域循環圏活性化事業(補助金)

～地域循環圏の構築や資源循環型産業の育成への支援～

農山漁村地域 都市・近郊地域

動脈産業地域 循環型産業地域

処理・リサイクルの
高度化・効率化

収集運搬の
効率化

管理業務の効率化

地域循環圏構築 AI,IoTを活用した資源循環高度化 リサイクル製品の認定

２

やまぐち
エコ市場

～マイバック、マイボトル、
マイ箸などを持ち歩く～

廃棄物の３Rに関する取組について、地域特性を活かした地域循環圏の構築を目指し、技術開発から
製品認定・普及までの各段階で、切れ目ない支援を行い、次世代を担う資源循環型産業の育成強化を
図ります

重点プロジェクト
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廃棄物の適正処理の推進

海洋ごみ対策の充実強化

海岸管理者、民間団体、ボランティア、市町等の各主体が連携・協働し、海洋ごみの回収・処理や発

生抑制に取り組み、海岸等の良好な景観や環境の保全と関連産業の維持向上を図ります

プ ロ ジ ェ ク ト ３

プ ロ ジ ェ ク ト ４

排出事業者責任
の徹底

PCB廃棄物の
適正処理の推進

優良産廃処理業者
の育成支援

不適正処理監視体制
の強化

公共関与による
広域処理体制の推進

廃棄物の
適正処理の推進

電子マニフェスト

監視カメラ

不法投棄
ホットライン

ドローン

PCB含有機器

各種講習会

公共関与処分場

日韓海峡海岸漂着ごみ一斉清掃

海岸漂着物調査

清掃活動

環境学習
(水辺の教室など）

清掃前

清掃後

回収
処理

発生
抑制

資料：山口県環境生活部廃棄物・リサイクル対策課ホームぺージ

廃棄物の適正処理を進めるため、ＰＣＢ廃棄物の適正処理の促進や優良産廃処理業者の育成支援、

不適正処理監視体制の強化、公共関与による広域処理体制の推進を展開します
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プラスチックの資源循環について
プラスチックは、私たちの生活に欠かせない、とても便利な素材です。しかし、海洋プラ

スチックごみ問題、気候変動問題、諸外国の廃棄物輸入規制強化等への対応を契機に、国
内での資源循環の促進等の重要性が高まっています。

山口県では、プラスチック資源を持続可能な形で循環させながら活用していくため、

プラスチックの「３Ｒ＋Ｒｅｎｅｗａｂｌｅ」の取組を推進しています。

プラスチックの３R＋Renewable

Reduce（リデュース）・Reuse（リユース）

◆使い捨てプラスチックのごみを減らそう
・マイバックを使用し、レジ袋をもらわないようにしましょう
・ペットボトル飲料ではなく、マイボトルを使用しましょう
・プラスチック製スプーン・ストローなど、使い捨て食器はも
らわないようにしましょう

・詰め替え商品を利用しましょう

Recycle（リサイクル）

◆プラスチック製品は分別してリサイクルに協力しよう
・市町のルールに従って、きちんと分別しましょう

Renewable（リニューアブル）

◆環境に優しいプラスチック代替製品を選ぼう
・プラスチック素材以外（紙製・生分解性・竹製など）の製品を
選びましょう

やまぐちプラごみ削減取組店登録制度

山口県容器包装廃棄
物削減推進協議会では、
プラスチックごみ削減に
取り組む山口県内の事業
所を『やまぐちプラごみ
削減取扱店』として登録
し、その取り組みを後押
ししています

プラスチックごみ削減フォトコンテスト

プラスチックごみ削減に取り組む様子や美しい海岸
風景等の写真・塗り絵を募集するコンテストを実施し、
プラスチックごみ削減に向けた機運の醸成を図ってい
ます

2022年度入賞作品

資料：山口県環境生活部廃棄物・リサイクル対策課ホームぺージ
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